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病院敷地内全面禁煙のお知らせ

皆様のご理解とご協力をお願いします。
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＊整形外科
＊総合周産期母子医療センター

診療科 ・ 部門紹介

HIV / AIDS（エイズ）

熊大病院ニュース

本院は、患者本位の医療の実践、医学の発展及び
医療人の育成に努め、地域の福祉と健康に貢献する。

・ 良質な医療を受ける権利 
・ 十分な説明と情報提供を受ける権利 
・ 自分の意思で医療を選ぶ権利 
・ プライバシーや個人情報が保護される権利

・ 患者の希望、期待、要求を尊重する医療の実践
・ 安全安心で質の高い医療サービスの提供
・ 優れた医療人の育成 
・ 先進医療の開発と推進 
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・ 自分の健康状態について正確に伝える 
・ 本院の規則を遵守する 
・ 迷惑行為を行わない

【理　　念】

【基 本 方 針】

【患者の権利】

【患者の責務】

熊本大学医学部附属病院の建物内、 敷地内（含む
中庭、 駐車場） および病院周辺の道路は全面禁煙
です。 喫煙を確認した場合は、 来院者には退去勧
告、 入院患者さまには退院や転院を勧告いたしま
す。 禁煙へのご理解とご協力をお願いいたします。

熊本大学医学部附属病院 広報誌
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震災復興に向けて

支えあおう熊本
平成28年熊本地震において被災された皆さまに、

謹んでお見舞い申し上げます。

被災地の一日も早い復旧、復興を心より願っております。



小児在宅医療の問題点と小児

在宅医療支援センターの役割

　平成28年6月3日、新規制定された児童福祉法
第56条の6第2項の規定が施行されました。「重
い障がいを抱えた子どもたちが適切な保健、医
療、福祉、保育、教育等の支援を受けられるよう
体制整備をしなさい」という主旨の規定で、これ
によって地方公共団体は小児在宅医療の体制整
備を義務付けられたのです。この流れの中で、熊
本大学医学部附属病院では熊本県の補助を受け
て平成28年12月1日より「小児在宅医療支援セン
ター」を開設致しました。

　新生児医療・小児医療の発展のおかげで以前
は救えなかった子どもたちの命が救えるようにな
りました。一方で、重い障がいをかかえて自宅に帰
る子どもたちが増えています。例えば自分では呼
吸することができないため気管切開をして人工呼
吸器を装着したり、自分では食べ物を食べること
ができないため胃ろう造設術を受けて胃ろうから
食事をとっている子どもたちが大勢います。小児
在宅医療はそうした子どもたちに必要とされてい
ますが、県下全域で小児在宅医療を支える体制が
整っているとは言えないのが現状です。

　小児訪問診療・小児訪問看護・緊急時の入院施
設といった医療面では熊本市近郊は小児在宅医
療を支える体制は整いつつあります。しかし、県
北部・県南部など熊本市から遠い地域では訪問
診療をしてくださる医師や訪問看護ステーション
が見つからないなど十分な体制が整っていませ
ん。保育面・教育面では人工呼吸器をつけた子ど
もたちが保育園や学校へ通う際にほとんどの場
合保護者の同席を求められるという問題点があ
ります。

　そうした問題点を改善するため、当センターで
は人工呼吸器の取り扱い方などの実技講習会、
研修会を実施し、教員、保育士を含め小児在宅医
療に関わるあらゆる業種の育成を行っていきま
す。重い障がいを抱えた子どもたちやその家族が
熊本県のどこに住んでいても安心して笑顔で生活
でき、充実した医療・福祉・保育・教育等を受けら
れるように体制整備を行っていきます。

特集：小児在宅医療支援センター開設第 22 号　2017.02１ Kumamoto University Hospital News

【図】 小児在宅医療支援センターHPより　http://kumamoto-children.net/

【写真】 開所式にて小児在宅医療支援センターの看板を掲げる水田病院長（中央）と
　　　 中村センター長（左）

小児在宅医療支援センター開設
【監修】熊本大学医学部附属病院 小児科　小篠 史郎 特任講師

関係機関のご相談は  ☎096-373-5653
受付時間／月～金 9時～17時　E-mail／info@kumamoto-children.net

チームで支える子どもの笑顔
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　２０１６年１１月１日（火）毎年恒例クリスマス
イルミネーション点灯式を行いました。代表の
子供たちが点灯スイッチを押すと、辺り一面光
の世界に包まれ子供たちも嬉しそうに記念撮
影をしていました。

クリスマス
イルミネーション点灯式

イベント紹介 一般財団法人 恵和会の助成により開催されている院内のイベント等をご紹介します。

　２０１６年１０月３１日（月）西・東病棟8階でハ
ロウィンイベントが開催されました。三上副病
院長が、可愛い仮装をした子供たちにハロウィ
ンの由来をお話した後にお菓子をプレゼント。
楽しいハロウィンとなりました。

ハロウィンイベントを
　　小児病棟にて開催

　これらがすべて“心の病気”というわけではありません。しかし心のケアが必要な問題が隠れていること
もあります。気になる様子が長期に続く時は、子どもの心のケアを専門とする医師に相談することも一つ
の方法です。医療機関以外にも教育センターや保健センターなど、子どもについて相談できる窓口はたく
さんありますので、まずは気軽に相談されるとよいでしょう。

【監修】熊本大学医学部附属病院
　　　 神経精神科　田中 恭子 特任助教子どもの心のケア 

　　『心の問題のサイン』について
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【 サインの例 】

 　 体調面…頭痛や腹痛が続く、下痢や便秘が治らない、アレルギー症状の悪化、食思不振
 　 生活面…眠れない、朝起きられない、食事を食べすぎたり食べなかったりする
　  行動面…乱暴な言動が増えた、同じ行動を繰り返す、万引きなどをする
     気分や情緒面…元気がない、いらいらしている、怒ったり泣いたり気分が変わりやすい
　  園や学校生活…長期に休んでいる、活動や勉強に参加できない
　  発達面…幼い、集団になじみにくい、コミュニケーションが苦手、こだわりが強い、感覚に敏感、落ち
　　　　　 着きがない
　  精神面…悪口が聞こえると言う、あり得ないことを信じている

　大人のように言葉で気持ちを表現することが難しい子どもの場合、精神的な困りごとを何らか
の“サイン”として表すことがあります。その中からいくつかの例をご紹介します。
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新任役職者紹介

血液内科・膠原病内科 教授
感染免疫診療部 部長

松岡雅雄

　平成28年7月に血液・膠原病・感染症
内科教授に就任致しました松岡雅雄で
す。
　私は昭和57年に本学を卒業して、第
二内科（高月清教授）に入局致しまし
た。当時は高月先生達が独立した疾患
として報告された成人T細胞白血病
（ATL）の原因ウイルスであるヒトT細胞
白血病ウイルス1型（HTLV-1）が発見さ
れた頃であり、私も研修後に大学院に入
学してATLの研究を行いました。留学後
に病棟長、医局長を計5年間務めた後に

京都大学ウイルス研究所の教授として
異動して、昨年、17年ぶりに母校へ戻っ
て来ることとなりました。
　ウイルス研究所では、HTLV-1による
新たな病原性発現機構を明らかにしま
した。熊本大学はレトロウイルス研究の
世界的な拠点となっており、今後、一層
の発展を目指してまいります。また、熊
本県の血液、膠原病、感染症診療の充
実と発展に努力し、最善の医療を提供
できるように致します。皆様のご指導、
ご鞭撻をお願い申し上げます。

　この度、循環器内科の診療科長・教
授を拝命いたしました辻田賢一と申しま
す。ふるさと熊本の循環器診療の発展
に向け、スタッフ一同全力で邁進してま
いります。
　私はこれまで、福岡徳洲会病院で冠
動脈カテーテル治療を、米国コロンビア
大学で経カテーテル的大動脈弁置換術
(TAVI)および冠動脈画像化技術を学び
ました。
　当科の診療の特長は、優れた手術技
術を有する心臓血管外科との合同ハー
トチームにあります。患者様の病状につ

いて循環器内科医と心臓血管外科医が
議論し、個々の患者様に合った最適な
治療法を選択・提供しています。
　また、熊本県は全国的にみても循環
器救急のメッカでありますが、当科はさ
らに「心臓血管センター」を立ち上げ、
当院が保有する循環器専用特別救急車
「モービルCCU」や「ドクターヘリ」を活
用し、当科が誇る高度先進医療を幅広く
県民の皆様に享受頂ける体制づくりを
行っております。
　当科の診療に対するご理解、ご支援
を賜りますと幸いです。

泌尿器科 教授

神波大己

　この度、平成28年10月1日付で、泌尿
器科教授を拝命いたしました。謹んで熊
本の皆様にご挨拶申し上げます。
　大阪生まれの大阪育ちで、平成4年に
京都大学を卒業し、京都大学泌尿器科
学教室に入局いたしました。これまでの
人生のほとんどを近畿圏で過ごしてき
た生粋の関西人ですが、今回はじめて九
州で生活することになりました。
　さて、泌尿器科が対応する疾患は、バ
ラエティに富んでいます。代表的なもの
だけを挙げても、膀胱炎、前立腺肥大症
による排尿障害、尿失禁、尿路結石など

の良性疾患から、前立腺癌、膀胱癌、腎
癌といった悪性疾患、腎不全や腎移植
と様々です。また比較的高齢者が患い
やすい疾患が多いのも特徴であり、高
齢社会において泌尿器科が果たすべき
役割は今後益々大きなものになると考
えられます。
　熊本の皆様に安定した泌尿器科診療
を提供できるようスタッフ一丸となって
取り組みます。また教育や研究を通して
将来の熊本の泌尿器科診療を支える優
秀な後進を育てたいと考えております。
どうぞ宜しくお願い申し上げます。

循環器内科 教授

辻田賢一



知っ得！納得！Q A&

「糖尿病早めの対策を」
　２型糖尿病は肥満や加齢により増加する代表的な生活習慣病です。きちんとした治療を受
けずに放置すると、様々な合併症を引き起こし、ひどい場合には失明や腎不全、あるいは死に
至ることもあります。糖尿病予備群の方は食事や運動など生活習慣を改善することで糖尿病
への進展を予防でき、糖尿病の方でも治療を続けることで合併症を予防できます。

　血液中のブドウ糖の濃度（血糖値といいま
す）が異常に高くなる病気です。血糖値は、イ
ンスリンというホルモンによって調整されてお
り、インスリンの働きの不足によって糖尿病が
発症します。糖尿病で慢性的に血糖値が上昇
した状態が持続すると、様々な合併症が引き
起こされます。血糖値が著しく高い時にだけ、
口渇・多尿・多飲・倦怠感などの症状が現れま
す。しかし軽症のうちは自覚症状に乏しいため
気付かれにくく、また検診などで糖尿病だと分
かっても無症状のために治療されず、放置され
易い病気です。

【監修】熊本大学医学部附属病院 糖尿病・代謝・内分泌内科　荒木 栄一 教授

知っ得！納得！Q&A：糖尿病早めの対策を

　糖尿病は、甚大な合併症を引き起こすサイ
レントキラーです。放置すると、腎症・網膜症・
神経障害という３大合併症、動脈硬化による
心臓や脳の病気、認知症や骨粗鬆症など様々
な合併症を起こします。高血糖状態が10年、
15年と続くと、これら恐ろしい合併症が現れ、
目が見えなくなったり、腎臓が悪くなり人工透
析をしないと生きていけなくなったり、感覚低
下から足が腐り切断が必要となったりと、困っ
たことが次々に起こります。合併症はあまり自
覚症状なく進行しますが、その準備を糖尿病
が進めているのです。

どうして早めの対策が
　　　　　　　　必要なの？Q A

糖尿病とは
　　　   どんな病気ですか？Q A

　２型糖尿病は、糖尿病になりやすい体質を
持つ人が、糖尿病になりやすいような生活習
慣（食べ過ぎ、運動不足など）を続けることに
よって発症します。エネルギー過多にならぬよ
う食べ過ぎを控え、栄養のバランスにも気をつ
けましょう。日常生活での活動量を増やすとと
もに１週間に2.5時間以上の運動を行い、肥満
にならないようにします。これは糖尿病の予防
にも治療にも有効です。定期的な健康診断な
どで血糖値を知ることも重要です。異常が見つ
かったら、かかりつけ医か最寄りの糖尿病連
携医を受診して下さい。

予防方法は？Q A
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1週間に 2.5 時間以上の運動

栄養バランス定期的な健康診断



整形外科／総合周産期母子医療センター

診療科・部門紹介
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総合周産期母子医療センター

　周産母子センターは、昭和43年4月に全国に先駆
けて設置された中央分娩部を改組して平成14年10
月に発足しました。発足後も熊本県における周産期
医療提供体制の要求に答えるため増床と機能強化
を行い、23年3月には母体・胎児集中治療室
（MFICU）6床、NICU12床を備えて県内2施設目の総

合周産期母子医療センターに指定されました。
　現在のセンター長は片渕秀隆教授（産科・婦
人科、兼任）で、周産期医療、新生児医療、生殖医
療の3つの専門領域を設置しています。小児外
科・移植外科・脳神経外科とも連携し、さまざま
な先天異常の手術を扱うほか新生児肝移植にも
対応しています。さらに体外受精・胚移植や出生
前診断も行い、妊娠から出産、成育まで幅広く扱
うことができる施設です。
　年間に扱う分娩数、新生児数は400例ほどで
すが、そのほとんどは高リスク妊娠・分娩であり、
年間200例近くの母体や新生児の救急搬送を受
け入れています。熊本地震で熊本市民病院が機
能を喪失してからは、NICUが15床に増床され、熊
本県における周産期医療の要となっています。

整形外科

　骨、関節、筋肉、腱、神経など、体を支えたり動
かしたりする仕組みを運動器と呼びますが、整形
外科は運動器の病気や外傷に対する診療を担当
しています。高齢化の進行で腰痛、膝痛、肩こりや
骨粗鬆症に悩む人が急増する一方で、スポーツ人
口の増加に伴いスポーツによる外傷や障害も増

加しており、整形外科に対するニーズはますま
す高まっています。
　当科では、専門診療体制を整備し、それぞ
れの疾患ごとに専門医が診療に当たっていま
す。薬物治療や運動療法（リハビリテーショ
ン）などで十分な効果が得られない場合には
手術が必要となることもありますが、関節鏡や
内視鏡、また顕微鏡などを使って患者様の負
担がより少ない手術法を選択し、日常生活や
スポーツへの早期復帰ができるように心がけ
ています。また、他施設では困難な骨・軟部悪
性腫瘍や癌の骨転移の治療、病的低身長、脚
長不同症、側彎症などに対する手術治療、血
液介在性感染症例の手術治療などにも積極
的に取り組んでいます。

▲水田博志教授

▼ MFICU
母体・胎児集中治療室

新生児集中治療室
▲ NICU



看護部だより
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HIV / AIDS（エイズ）
　HIV/AIDS（エイズ）というと、感染する怖い
病気というイメージがありませんか？
　HIVに感染すると免疫力が低下しエイズを
発症します。しかし、現在は治療が進歩し1日1
回1錠の薬で免疫力が低下せずにHIVをコント
ロール出来る慢性疾患となっており、普通に社
会生活を送ることができます。また、HIVの針
刺し事故による感染率は0.3％とB型肝炎ウイ
ルス（30％）やC型肝炎ウイルス（3％）に比べ
ると低く、性行為以外の日常生活で感染するこ
とはほとんどありません。（図1）

　HIVの感染経路は性感染・血液感染・母子
感染です。HIVは血液・精液・膣分泌液・母乳
に含まれており、それらが性器や肛門、口など
の粘膜や傷口を介して感染します。健康な皮
膚からは感染しません。そのため、コンドーム
の使用で感染を防ぐことができます。全国の
統計でみると、熊本も同じで男性同性間での
感染が一番多く、異性間での感染も増えてい
ます。また、現在、HIV感染者の増加は主要都
市部では緩やかになってきていますが、熊本
県など地方都市部では増加傾向にあります。
　HIV感染者は、治療の発展により長期存命
が可能となり、高齢化が進んでいます。そのた
め、通常の高齢者と同じようにがんや生活習慣
病を併発している方々がいます。また、1980年

代に血液凝固因子製剤（非加熱製剤）の投与
によりHIVに感染し薬害被害にあった血友病
の方々も高齢化が進み、血友病性関節症の悪
化や止血コントロールなどにより在宅での援
助が必要となってきています。しかしながら、
未だにHIVに対する社会の誤解・偏見があり、
不安な思いをしながら生活をしている方々が
多くいらっしゃいます。
　当院は、HIV/AIDS診療中核拠点病院とし
て、県内におけるHIV/AIDS医療提供体制を整
える役割を担っております。そのため、日本エ
イズ学会認定HIV感染症看護師が、熊本県内
のあらゆる医療機関や施設などで医師、薬剤
師、MSW等と一緒にHIVに関する勉強会を開
催させていただいております。また、訪問看護
師の方々への研修や実習受け入れも行い、HIV
に対しての誤解や偏見が少しでもなくなること
を目指し、HIV感染者の方々が安心して地域で
暮らしていけるように活動しています。
　HIVは予防出来る病気です。また、早期発
見・早期治療を行うことでエイズや治療による
症状が軽減されます。保健所では無料で検
査・相談が出来ます。まずは相談し、必要時は
検査を受けてみて下さい。（図2）

図 01 こんなことでは感染しません

図02 HIV 検査について

レッドリボンは、あなたがエイズに関して偏見を
もっていない、エイズと共に生きる人々を差別し
ないというメッセージです。

　HIV はとても感染力の弱いウイルスです。熱

や水に弱く、空気感染もしないので、感染者と

の性的接触や血液の接触がなければ、日常生活

の中で知らずに感染することはありません。

　身近に感染者がいても、今までと変わらない

態度で接しましょう。

念のため血液には
気をつけて！
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リや歯ブラシ、ピアスな
どの共用は避けましょう。

HIV に感染していません。
　ただし、感染の可能性のある機会か
ら 3ヶ月以内に検査を受けていた場合
は、感染していないことを確定するた

めに、その機会から 3 ヶ月後にも
再検査を受けましょう。

HIV に感染している可能性がありま
す。医療機関で精密な検査を必ず受け
てください。
　現在は、医療の進歩により発症までの期間を
大幅に延ばすことができます。また、保健所や
医療機関では、いろいろな相談に応じています。
必要なときには連絡してみましょう。

検査当日
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検査前相談

採　血

結果説明と

検査後の
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保健所によっては、事前の予
約が必要な場合もあります。
また、夜間や土日に検査を
行っているところもありま
す。事前に問い合わせるか、
API-Net 等でご確認ください。

約 5ml の血液を
とります。

この間、通常 1～ 2週間
かかります。

保健所では、無料・匿名（氏
名を聞かれない）で検査
を受けることができます。

くわしく
知っておきたい
検査のこと
検査の流れ（通常検査）

陰性の場合 陽性の場合



◎印（外来診療日参照）の日は初診も再診も行なっております。⑤ 診察日

土曜、日曜、祝日、振替休日および年末年始 （12月29日 ～ 1月3日）④ 休診日

8：30 ～ 17：15③ 診療時間

心臓血管外科、HCU、呼吸器外科

① 受付時間

【西病棟】 【東病棟】

初 診 8：30 ～11：00 ／ 再 診  8：30（再来受付機 8：15） ～ 17：15 ※再診受付開始は、当日最初の診察・検査の予約時間の1時間前からです。

8：30 ～ 17：15② 予約受付時間

⑥ 通常の診療以外に次の相談、検診を行なっております。 ■ 禁煙外来（呼吸器内科）

■ 検査カフェ（中央検査部）

■ セカンドオピニオン（全診療科）

■ 脳ドック（脳神経外科）

■ 乳がん検診（乳腺・内分泌外科） ※現在休止中

■ 検査知外来（中央検査部） ■ 不妊相談（産科）

　熊大病院は高度医療を提供する「特定機能病院」として厚生労働省から認証を

受けています。地域医療機関との分業を行なうため、原則としてかかりつけ医（他

の医療機関）の紹介状が必要です。 円滑な診療のために紹介状をご持参くださ

い。 紹介状がない場合でも受診できますが、初診の際に「保険外併用療養費（選定

療養）」として５，４００円（自費、平成２７年３月現在）をご負担いただきます。

ICU、血液浄化療法部

脳神経外科、神経内科、SCU

消化器外科、神経内科

神経精神科

『熊本駅』からバスに乗車、『大学病院前』下車

熊本大学医学部附属病院
〒860-8556 熊本市中央区本荘1丁目1番1号 TEL（096）344-2111（代）

FAX（096）373-5906http://www.kuh.kumamoto-u.ac. jp

『交通センター』からバスに乗車、『大学病院前』下車

『阿蘇くまもと空港』からリムジンバスに乗車、『交通センター』下車
『交通センター』からバスに乗車、『大学病院前』下車　所要時間 40分

九州自動車道 熊本インター出口
国道57号線を熊本駅方面（産業道路）へ右折　所要時間 ２0分

栄養相談室、防災センター

R I

総合周産期母子医療センター（産科、MFICU）

腎臓内科、糖尿病・代謝・内分泌内科、

画像診断・治療科、放射線治療科

院内学級、多目的室、患者図書室
耳鼻咽頭科・頭頸部外科、

血液内科・膠原病内科

※2017.02.01 現在

泌尿器科、皮膚科・形成再建科

小児外科、移植外科、緩和ケア病床、

小児科、消化器内科

小児科、総合周産期母子医療センター

（NICU、GCU）

血液内科・膠原病内科
呼吸器内科、呼吸器外科、感染病床、

歯科口腔外科

歯科口腔外科、泌尿器科

眼科、糖尿病病床

婦人科、乳腺・内分泌外科

循環器内科、CCU

消化器外科

消化器内科

整形外科、救急総合診療部

薬剤部、売店、理容室、美容室

院内案内外来診療日

病棟案内

所要時間 10分JR熊本駅

交通センター

熊大病院

熊大病院所要時間 10分

総
合
案
内

交
通
案
内

※予約について、お尋ねになりたい場合は、下記にご連絡ください。

外来予約センター　　TEL（096）373-5973

診療科名

B1階

２ 階

外
来
診
療
棟

１
階

中
央
診
療
棟

月 火 水 木 金

● 診療日一覧（初診・再診＝◎、初診＝初、再診＝再、特殊再診

　＝特再、不妊外来＝不外、不妊相談・生殖医療カウンセリン

　グ＝不生、休診日＝休）
● 脳神経外科の初診は紹介状が必要です。
● 全診療科完全予約制です。再診受付開始は、当日最初の診察

　・検査の予約時間の1時間前からです。
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２
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D
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３
階

H

I
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L
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循環器内科

心臓血管外科

総合診療科

神経内科

整形外科

脳神経外科

麻酔科・緩和ケア

小児外科・移植外科

小児科

糖尿病・代謝・内分泌内科

乳腺・内分泌外科

病理診断科

血液内科

膠原病内科

腎臓内科
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熊本県庁

阿蘇くまもと空港

水前寺公園

市役所

熊本大学

熊本電気鉄道
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長
六
橋
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継
橋

産業道路

豊肥本線

熊本城

至福岡 至福岡至大分
至博多

至鹿児島

至鹿児島
至宮崎 ・鹿児島

熊本市電

熊大薬学部

南熊本駅

新
水
前
寺
駅

東
海
学
園
前
駅

水
前
寺
駅

平成駅

至熊本駅
至熊本空港

産業道路

MR・CT

救急
外来

100番 （旧）内科

（旧） 

外
来

総
合
案
内

（旧）入院受付

時
間
外
出
入
口（
お
見
舞
）

西病棟
東病棟

外来診療棟

中央診療棟

福利厚生棟

設備管理棟

基礎医学
研究棟

白 川

山
崎
記
念
館

管理棟

正門

正面玄関

食堂

透視室
撮影室

立
入
禁
止

医学教育
図書棟

医学総合
研究棟

臨床医学研究棟

※熊本地震の影響により
こちらの入口は使用でき
ません。正面玄関からお
入り下さい。

（旧）正面玄関（旧）正面玄関
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